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保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
保
険
業
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
百
七
十
三
条
―
第
二
百
七
十
四
条
」
を
「
第
二
百
七
十
三
条
・
第
二
百
七
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
四
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

信
託
業
務
の
認
可

兼
営
の
認
可

電
磁
的
方
法

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利

第
百
条
の
五
第
二
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

第
百
六
条
第
一
項
第
十
四
号
を
削
り
、
同
項
第
十
五
号
中
「
前
各
号
」
の
下
に
「
及
び
次
号
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第

十
四
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

前
各
号
に
掲
げ
る
会
社
の
み
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
会
社
で
あ
っ
て
、
持
株
会
社
と
同
種
の
も
の
又
は
持
株
会

社
に
類
似
す
る
も
の
（
当
該
会
社
に
な
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
会
社
を
含
み
、
前
号
に
掲
げ
る
会
社
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。
）

以
外
の

外
国
の

又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
会
社

か
ら
第

第
百
六
条
第
四
項
本
文
中
「

」
の
下
に
「

」
を
加
え
、
「

」
を
「
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十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
会
社
（
同
号
に
掲
げ
る
会
社
に
あ
っ
て
は
、
外
国
の
会
社
に
限
る
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又

は
特
例
対
象
持
株
会
社
（
持
株
会
社
（
子
会
社
対
象
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
る
会
社
に
限
る
。
）
又
は
外
国
の
会
社
で
あ

っ
て
持
株
会
社
と
同
種
の
も
の
若
し
く
は
持
株
会
社
に
類
似
す
る
も
の
（
子
会
社
対
象
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
る
も
の
に

」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
及
び
同
条
第
五
項
中
「

限
り
、
持
株
会
社
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

以
外
の

外
国
の

以
外
の

外
国
の

若
し
く
は

」
の
下
に
「

」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中
「

」
の
下
に
「

」
を
加
え
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
第

第
十
四
号
に
掲
げ
る
会
社

か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
会
社
若
し
く
は
特
例
対
象
持
株
会
社

か
ら
第
十
二
号
ま
で

又
は
特
例
対
象
持
株
会
社

二
号
中
「
第
一
項
第
八
号
」
の
下
に
「

」
を
、
「
掲
げ
る
会
社
」
の
下
に
「

」
を
、
「

」
の
下
に
「

」
を
加
え
る
。

以
外
の

外
国
の

第
百
七
条
第
一
項
中
「
第
十
五
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
七
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
移
転
対
象
契
約
者
の
保
護
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該

通
知
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
百
四
十
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。
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た
だ
し
、
当
該
保
険
契
約
の
移
転
に
係
る
保
険
契
約
者
の
保
護
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定

め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
百
五
十
一
条
第
二
項
中
「
並
び
に
第
百
三
十
七
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
百
三
十
七
条
第
一
項
本
文
」
に
、
「
、

第
百
三
十
七
条
第
一
項
」
を
「
、
第
百
三
十
七
条
第
一
項
本
文
」
に
、
「
同
条
第
五
項
（
」
を
「
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
及

び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
三
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
百
三
十
七
条
第
一
項
本
文

」
に
、
「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
三
条
中
「
第
百
四
十
条
第
二
項
」
を
「
第
百
四
十
条
第
二
項
本
文
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
同
項
た

だ
し
書
（
第
二
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
」
に
改
め
る
。

第
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
中
「
第
百
三
十
七
条
（
」
の
下
に
「
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
」
を
、
「
か
ら
第
百
四
十
条
」

の
下
に
「
（
第
二
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
二
第
一
項
第
十
四
号
を
削
り
、
同
項
第
十
五
号
中
「
前
各
号
」
の
下
に
「
及
び
次
号
」
を
加
え

、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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十
五

前
各
号
に
掲
げ
る
会
社
の
み
を
子
会
社
と
す
る
外
国
の
会
社
で
あ
っ
て
、
持
株
会
社
と
同
種
の
も
の
又
は
持
株
会

社
に
類
似
す
る
も
の
（
当
該
会
社
に
な
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
会
社
を
含
み
、
前
号
に
掲
げ
る
会
社
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。
）

第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
受
け
た
者
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
者
の
再
委
託
を
受
け
た
者
」
を
加
え
る
。

第
二
百
九
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
情
報
の
提
供
）
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二

項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

保
険
会
社
等
若
し
く
は
外
国
保
険
会
社
等
、
こ
れ
ら
の
役
員
（
保
険
募
集
人
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
、
保
険
募
集
人
又

は
保
険
仲
立
人
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
は
、
保
険
契
約
の
締
結
、
保
険
募
集
又
は
自
ら
が
締
結
し
た
若
し

く
は
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
（
団
体
又
は
そ
の
代
表
者
を
保
険
契
約
者
と
し
、
当
該
団
体
に
所
属
す
る
者
を
被
保

険
者
と
す
る
保
険
を
い
う
。
次
条
、
第
二
百
九
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
百
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る

保
険
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
（
当
該
団
体
保
険

に
係
る
保
険
契
約
の
保
険
募
集
を
行
っ
た
者
以
外
の
者
が
行
う
当
該
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
を
含
み
、
当
該
団
体
保
険

に
係
る
保
険
契
約
者
又
は
当
該
保
険
契
約
者
と
内
閣
府
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
が
当
該
加
入
さ
せ
る
た
め
の
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行
為
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
保
険
契
約
者
か
ら
当
該
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約
に
加
入
す
る
者
に
対
し
て
必
要

な
情
報
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
に
お
け
る
当

該
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
を
除
く
。
次
条
及
び
第
三
百
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
し
、
保
険
契
約
者
等
の
保

護
に
資
す
る
た
め
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
険
契
約
の
内
容
そ
の
他
保
険
契
約
者
等
に
参
考
と
な
る
べ

き
情
報
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
契
約
者
等
の
保
護
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て

内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
第
三
百
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
保
険
契
約
の
締
結
又
は
そ
の
代
理
若
し
く
は
媒
介
に
関
し
て
は
、

適
用
し
な
い
。

第
二
百
九
十
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

保
険
仲
立
人
は
、
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
顧
客
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
険
仲
立
人
の
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
及
び
住
所

二

保
険
仲
立
人
の
権
限
に
関
す
る
事
項
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三

保
険
仲
立
人
の
損
害
賠
償
に
関
す
る
事
項

四

そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

５

保
険
仲
立
人
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
に
代
え
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
顧
客
の
承
諾

を
得
て
、
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用

す
る
方
法
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
保
険
仲

立
人
は
、
当
該
書
面
を
交
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
二
百
九
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
顧
客
の
意
向
の
把
握
等
）

第
二
百
九
十
四
条
の
二

保
険
会
社
等
若
し
く
は
外
国
保
険
会
社
等
、
こ
れ
ら
の
役
員
（
保
険
募
集
人
で
あ
る
者
を
除
く
。

）
、
保
険
募
集
人
又
は
保
険
仲
立
人
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
は
、
保
険
契
約
の
締
結
、
保
険
募
集
又
は
自

ら
が
締
結
し
た
若
し
く
は
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他

の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
に
関
し
、
顧
客
の
意
向
を
把
握
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
保
険
契
約
の
締
結
等

（
保
険
契
約
の
締
結
又
は
保
険
契
約
へ
の
加
入
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
提
案
、
当
該
保
険
契
約
の
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内
容
の
説
明
及
び
保
険
契
約
の
締
結
等
に
際
し
て
の
顧
客
の
意
向
と
当
該
保
険
契
約
の
内
容
が
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
顧

客
が
確
認
す
る
機
会
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
契
約
者
等
の
保
護
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
な
い

も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
業
務
運
営
に
関
す
る
措
置
）

第
二
百
九
十
四
条
の
三

保
険
募
集
人
は
、
保
険
募
集
の
業
務
（
自
ら
が
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約

に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
に
係
る
業
務
そ
の
他
の
保
険
募
集
の
業
務
に
密
接
に
関
連
す
る
業
務
を
含
む
。
以
下
こ
の
条

並
び
に
第
三
百
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
し
、
こ
の
法
律
又
は
他
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ

る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
険
募
集
の
業
務
に
係
る
重
要
な
事
項
の
顧
客
へ
の
説
明

、
保
険
募
集
の
業
務
に
関
し
て
取
得
し
た
顧
客
に
関
す
る
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
、
保
険
募
集
の
業
務
を
第
三
者
に
委
託

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
募
集
の
業
務
の
的
確
な
遂
行
、
二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当

該
所
属
保
険
会
社
等
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
一
の
保
険
契
約
の
契
約
内
容
に
つ
き
当
該
保
険
に
係
る
他
の
保
険
契
約

の
契
約
内
容
と
比
較
し
た
事
項
の
提
供
、
保
険
募
集
人
指
導
事
業
（
他
の
保
険
募
集
人
に
対
し
、
保
険
募
集
の
業
務
の
指

導
に
関
す
る
基
本
と
な
る
べ
き
事
項
（
当
該
他
の
保
険
募
集
人
が
行
う
保
険
募
集
の
業
務
の
方
法
又
は
条
件
に
関
す
る
重
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要
な
事
項
を
含
む
も
の
に
限
る
。
）
を
定
め
て
、
継
続
的
に
当
該
他
の
保
険
募
集
人
が
行
う
保
険
募
集
の
業
務
の
指
導
を

行
う
事
業
を
い
う
。
）
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指
導
の
実
施
方
針
の
適
正
な
策
定
及
び
当
該
実
施
方
針
に
基
づ

く
適
切
な
指
導
そ
の
他
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

保
険
仲
立
人
は
、
保
険
募
集
の
業
務
に
関
し
、
こ
の
法
律
又
は
他
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
険
募
集
の
業
務
に
係
る
重
要
な
事
項
の
顧
客
へ
の
説
明
、
保
険
募
集
の
業
務
に

関
し
て
取
得
し
た
顧
客
に
関
す
る
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
、
保
険
募
集
の
業
務
を
第
三
者
に
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
当

該
保
険
募
集
の
業
務
の
的
確
な
遂
行
そ
の
他
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
二
百
九
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
六
条

削
除

第
二
百
九
十
九
条
中
「
保
険
仲
立
人
は
、
」
の
下
に
「
顧
客
か
ら
委
託
を
受
け
て
そ
の
」
を
加
え
る
。

第
三
百
条
の
見
出
し
中
「
締
結
又
は
保
険
募
集
」
を
「
締
結
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
締

結
又
は
保
険
募
集
」
を
「
締
結
、
保
険
募
集
又
は
自
ら
が
締
結
し
た
若
し
く
は
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
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契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
」
に
改
め
、
「
行
為
（
」

の
下
に
「
自
ら
が
締
結
し
た
又
は
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ

の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
に
関
し
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
（
被
保
険
者
に
対
す
る
も
の
に
限

る
。
）
に
限
り
、
」
を
加
え
、
「
、
第
一
号
」
を
「
同
号
」
に
改
め
、
「
契
約
条
項
の
う
ち
」
の
下
に
「
保
険
契
約
者
又
は

被
保
険
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
二
百
九
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
保
険
契
約
者
等
の
保
護
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と

し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
お
け
る
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
の
契
約
条
項
の
う
ち
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険

者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
重
要
な
事
項
を
告
げ
な
い
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
百
条
第
一
項
第
一
号
中
「
契
約
条
項
の
う
ち
」
の
下
に
「
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
る
」
を
加
え
る
。

第
三
百
条
の
二
中
「
、
「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
保
険
業
法
第
三
百
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
の
契
約
条
項
の
う
ち
重
要
な
事
項
」
と
」
を
「
、
「
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の

は
「
交
付
す
る
ほ
か
、
保
険
契
約
者
等
（
保
険
業
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
保
険
契
約
者
等
を
い
う
。
以
下
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こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
保
護
に
資
す
る
た
め
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
保
険
契
約
の
内
容

そ
の
他
保
険
契
約
者
等
に
参
考
と
な
る
べ
き
情
報
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
条
中
「
保
険
仲
立
人
」
を
「
特
定
保
険
募
集
人
（
そ
の
規
模
が
大
き
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

に
限
る
も
の
と
し
、
生
命
保
険
募
集
人
に
あ
っ
て
は
生
命
保
険
会
社
の
委
託
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
者
の
再
委
託
を
受
け
た

者
に
限
り
、
少
額
短
期
保
険
募
集
人
に
あ
っ
て
は
少
額
短
期
保
険
業
者
の
委
託
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
者
の
再
委
託
を
受
け

た
者
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
保
険
仲
立
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
四
条
中
「
保
険
仲
立
人
」
を
「
特
定
保
険
募
集
人
又
は
保
険
仲
立
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
五
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
特
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
と

保
険
募
集
の
業
務
に
関
し
て
取
引
す
る
者
若
し
く
は
当
該
特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
か
ら
業
務
の
委
託
を

受
け
た
者
（
そ
の
者
か
ら
委
託
（
二
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。
）
を
受
け
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
当
該
特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
の
業
務
若
し
く
は
財
産
に
関
し
参
考

と
な
る
べ
き
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
当
該
特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
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か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
の
施
設
に
立
ち
入
ら
せ
、
当
該
特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
に
対
す
る
質
問

若
し
く
は
検
査
に
必
要
な
事
項
に
関
し
当
該
特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
に

対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

特
定
保
険
募
集
人
若
し
く
は
保
険
仲
立
人
と
保
険
募
集
の
業
務
に
関
し
て
取
引
す
る
者
又
は
当
該
特
定
保
険
募
集
人
若

し
く
は
保
険
仲
立
人
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し

く
は
資
料
の
提
出
又
は
質
問
若
し
く
は
検
査
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
百
十
七
条
第
七
号
中
「
若
し
く
は
監
査
役
」
を
「
、
監
査
役
若
し
く
は
会
計
監
査
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
条
第
五
号
中
「
第
三
百
五
条
」
を
「
第
三
百
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
三

百
五
条
」
を
「
第
三
百
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
る
。

附
則
第
百
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条

削
除

（
保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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附
則
第
二
条
第
十
二
項
中
「
第
百
三
十
七
条
第
五
項
及
び
第
百
三
十
八
条
」
を
「
第
百
三
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び

第
五
項
、
第
百
三
十
八
条
並
び
に
第
百
四
十
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
第
百
三
十
七
条
第
五
項
」
を
「
第
百
三
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
」
に
、
「
及
び

」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
第
十
一
項
中
「
第
百
三
十
七
条
第
五
項
」
を
「
第
百
三
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
並
び
に
第
百

四
十
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
二
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
二
百
九
十
四
条
」
を
「
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
第
三
百
条

」
の
下
に
「
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
の
表
第
二
百
九
十
四
条
第
一
号
の
項
中
「
第
二
百
九
十
四

条
第
一
号
」
を
「
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
百
九
十
四
条
第
三
号
の
項
中
「
第
二
百
九
十
四

条
第
三
号
」
を
「
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
表
第
三
百
条
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
百
条
第
一
項

、
保
険
募
集
又
は
自
ら
が
締
結
し

又
は
保
険
募
集

た
若
し
く
は
保
険
募
集
を
行
っ
た

団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約
に
加
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入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ

の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ

せ
る
た
め
の
行
為

行
為
（
自
ら
が
締
結
し
た
又
は
保

行
為

険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係

る
保
険
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を

勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他
の
当
該
保

険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行

為
に
関
し
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る

行
為
（
被
保
険
者
に
対
す
る
も
の

に
限
る
。
）
に
限
り
、
次
条
に
規

定
す
る
特
定
保
険
契
約
の
締
結
又

は
そ
の
代
理
若
し
く
は
媒
介
に
関
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し
て
は
同
号
に
規
定
す
る
保
険
契

約
の
契
約
条
項
の
う
ち
保
険
契
約

者
又
は
被
保
険
者
の
判
断
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
重
要
な
事

項
を
告
げ
な
い
行
為
及
び
第
九
号

に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）

附
則
第
四
条
の
二
の
表
第
三
百
条
第
一
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
百
条
第
一
項
第
一
号

保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
の
判

重
要
な
事
項

断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る

重
要
な
事
項

附
則
第
五
条
第
三
項
中
「
第
三
百
条
第
一
項
（
」
の
下
に
「
た
だ
し
書
を
除
き
、
」
を
、
「
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、

同
法
第
三
百
条
第
一
項
中
「
、
保
険
募
集
又
は
自
ら
が
締
結
し
た
若
し
く
は
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契

約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
保
険
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募
集
」
と
、
「
行
為
（
自
ら
が
締
結
し
た
又
は
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘

す
る
行
為
そ
の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
に
関
し
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
（
被
保
険
者
に
対
す

る
も
の
に
限
る
。
）
に
限
り
、
次
条
に
規
定
す
る
特
定
保
険
契
約
の
締
結
又
は
そ
の
代
理
若
し
く
は
媒
介
に
関
し
て
は
同
号

に
規
定
す
る
保
険
契
約
の
契
約
条
項
の
う
ち
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
重
要
な
事

項
を
告
げ
な
い
行
為
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
行
為
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
保
険
契
約

者
又
は
被
保
険
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
重
要
な
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
重
要
な
事
項
」
と
」
を
加
え
る
。

（
保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
第
百
三
十
七
条
第
五
項
」
を
「
第
百
三
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
並
び
に
第
百
四

十
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
三
十
七
条
第
五
項
及
び
第
百
三
十
八
条
」
を
「
第
百
三
十
七
条

第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
五
項
、
第
百
三
十
八
条
並
び
に
第
百
四
十
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

附

則
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
百
七
十
五
条
第
一
項
第
三
号
、
第
三
百
十
七
条
第
七
号
及
び
附
則
第
百
十
九
条
の
改
正
規
定

一

第
一
条
中
保
険
業
法

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

並
び
に
附
則
第
六
条
及
び
第
七
条
の
規
定

る
日

二

第
一
条
中
保
険
業
法
第
百
条
の
五
第
二
項
、
第
百
六
条
、
第
百
七
条
第
一
項
、
第
百
三
十
七
条
第
一
項
、
第
百
四
十
条

第
二
項
、
第
二
百
五
十
一
条
、
第
二
百
五
十
三
条
、
第
二
百
七
十
条
の
四
第
九
項
及
び
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
二
第
一

項
の
改
正
規
定
、
第
二
条
中
保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
十
二
項
、
第
三
条
第
一
項
及
び
第
四

条
第
十
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規
定

公
布

の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
保
険
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
保
険
業
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
保
険
業
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
七
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条
第
一
項
（
新
保
険
業
法
第
二
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
二
号
施

行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
さ
れ
る
新
保
険
業
法
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
係
る
保
険
契
約
の
移
転
に

つ
い
て
適
用
し
、
第
二
号
施
行
日
前
に
さ
れ
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
保
険
業
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧

保
険
業
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
七
条
第
一
項
（
旧
保
険
業
法
第
二
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
係
る
保
険
契
約
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
保
険
業
法
第
百
四
十
条
第
二
項
（
新
保
険
業
法
第
二
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
は
、
第
二
号
施
行
日
以
後
に
さ
れ
る
新
保
険
業
法
第
百
四
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
二
号
施
行
日
前
に
さ
れ
た
旧
保
険
業
法
第
百
四
十
条
第
二
項
（
旧
保

険
業
法
第
二
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
保
険
業
法
第
三
百
四
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
同
条
の
事
業
報
告
書

に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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（
消
費
生
活
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

消
費
生
活
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
二
第
三
項
中
「
第
二
百
九
十
四
条
の
」
を
「
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
の
」
に
、
「
第
三
百
条
の
」
を
「
第

三
百
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
の
」
に
、
「
第
三
百
五
条
」
を
「
第
三
百
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
百
九
十
四

条
第
三
号
」
を
「
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
「
第
三
百
条
第
一
項
中
「
」
の
下
に
「
、
保
険
募
集
又
は

自
ら
が
締
結
し
た
若
し
く
は
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他

の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
共
済
契
約
の
募
集
」
と
、
「
自
ら
が
締
結
し
た
又
は

保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ

せ
る
た
め
の
行
為
に
関
し
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
（
被
保
険
者
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
限
り
、
」
を
、
「
特
定

共
済
契
約
」
と
」
の
下
に
「
、
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
」
と
、
「
契
約
条
項
の
う
ち
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者

の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
」
と
あ
る
の
は
「
契
約
条
項
の
う
ち
」
と
」
を
加
え
る
。

第
九
十
八
条
の
六
中
「
第
三
百
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
条
の
三
中
「
第
三
百
五
条
」
を
「
第
三
百
五
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
、
「
同
項
」
を
「
第
十
二
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条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
七
の
五
第
一
項
中
「
第
二
百
九
十
四
条
（
顧
客
に
対
す
る
説
明
）
」
を
「
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
（
情
報
の

提
供
）
」
に
、
「
（
保
険
契
約
の
締
結
又
は
保
険
募
集
」
を
「
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
（
保
険
契
約
の
締
結
等
」

に
、
「
第
三
百
五
条
」
を
「
第
三
百
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
百
九
十
四
条
第
三
号
」
を
「
第
二
百
九
十
四
条
第
三
項
第

三
号
」
に
改
め
、
「
第
三
百
条
第
一
項
中
「
」
の
下
に
「
、
保
険
募
集
又
は
自
ら
が
締
結
し
た
若
し
く
は
保
険
募
集
を
行
っ

た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為

」
と
あ
る
の
は
「
又
は
共
済
契
約
の
募
集
」
と
、
「
自
ら
が
締
結
し
た
又
は
保
険
募
集
を
行
っ
た
団
体
保
険
に
係
る
保
険
契

約
に
加
入
す
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
行
為
そ
の
他
の
当
該
保
険
契
約
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
行
為
に
関
し
て
は
第
一
号
に
掲
げ

る
行
為
（
被
保
険
者
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
限
り
、
」
を
、
「
特
定
共
済
契
約
」
と
」
の
下
に
「
、
「
同
号
」
と
あ

る
の
は
「
第
一
号
」
と
、
「
契
約
条
項
の
う
ち
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
」
と
あ

る
の
は
「
契
約
条
項
の
う
ち
」
と
」
を
加
え
る
。
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第
百
十
二
条
の
七
第
二
号
中
「
第
三
百
条
第
一
項
」
を
「
第
三
百
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
」
に
、
「
同
項
第

一
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
の
七
中
「
第
三
百
五
条
」
を
「
第
三
百
五
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

（
郵
政
民
営
化
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
九
条
第
八
項
中
「
第
十
二
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
四
号
」
を
加
え
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
施

行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行

後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を

含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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（
検
討
）

第
八
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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理

由

保
険
募
集
の
形
態
の
多
様
化
が
進
展
し
て
い
る
状
況
等
を
踏
ま
え
、
保
険
募
集
に
係
る
規
制
を
そ
の
実
態
に
即
し
た
も
の
と

す
る
た
め
、
保
険
募
集
人
の
体
制
整
備
義
務
を
創
設
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出

す
る
理
由
で
あ
る
。


